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資源確保の問題やサプライチェーンの確保の方策が産業界の重要課題となっ
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フォーラムが開催された。戦略的防衛合意に署名，F35 売却が合意された一
方，イスラエルとの関係正常化対応に足並みの不ぞろいも見られた。
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　ガスハイドレートの課題解決と活用に向け，分子シミュレーション技術の
最前線を解説した。動的挙動の解明やマルチスケール連携，機械学習力場等
の最新手法と，それらがエネルギー産業にもたらす価値を詳述した。
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　酸性ガス除去用アミン装置では，腐食，ファウリング，フォーミング等の
運転トラブルが複合的に発生するが，原因は多岐にわたる。これらのトラブ
ル事例とメカニズムについていくつか概説した。
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　ストレーナー洗浄は現場負荷が高く，運転にも影響を及ぼす。既設ストレ
ーナーの洗浄機構付きへと改造する方式と，自動洗浄式ストレーナーによる
完全自動化の実現について概説した。
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　重要鉱物は，AI，デジタル化，脱炭素化の進展に伴い，需要の拡大が見
込まれる。一方，供給は構造的に中国に集中しており，米中対立下で中国が
戦略的に輸出管理を強化するなか，供給不安が高まっている。
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　独自のフレキシブル熱電発電モジュールを搭載し，環境中に排出される莫
大な低温排熱から高効率な電力回収を可能にした「熱電発電チューブ」と，
それを用いた熱電発電ユニットについて解説した。

カーボンニュートラル・サーキュラーエコノミーに資する技術紹介
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　電気主任技術者は，100 年以上にわたり電気の安全を守ってきた国家資格
である。近年，再生可能エネルギーの普及や脱炭素化により電気への注目度
が一層高まっているので，資格の魅力と取得方法を紹介した。

石油・石油化学業界で身に付く・役立つおススメ資格（第 9回）
100年以上社会を支える電気設備のプロフェッショナル
「電気主任技術者」

ガスケットの適切な施工方法，トラブルとその対策
…………………………………………………………………………バルカー　高橋聡美……187

　適切なフランジ締結はプラントの安全操業を行ううえで重要な課題の 1 つ
である。フランジ締結が起因となったトラブル事例なども踏まえ，ガスケッ
トの施工における注意点を整理し紹介した。


